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タ
リ
バ
ン
が
電
光
石
火
の
よ
う
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ほ
ぼ
全
土

を
占
領
し
た
こ
と
は
、
イ
ン
ド
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
も
そ
も

イ
ン
ド
の
国
益
に
と
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
存
在
は
重
要
な
意
味

を
持
ち
、
こ
れ
ま
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
を
強
く
支
援
し
て
き

た
。
し
か
し
タ
リ
バ
ン
政
権
の
成
立
で
、
イ
ン
ド
の
国
益
が
脅
か
さ

れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
、
そ
の
国
益
上
の
背
景
、
そ
し
て
、
タ
リ
バ
ン
政

権
の
成
立
で
起
き
る
懸
念
に
焦
点
を
絞
っ
て
ま
と
め
た
う
え
で
、
そ

れ
が
日
本
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
そ
う
な
の
か
、
分
析

す
る
。

多
岐
に
わ
た
っ
た
イ
ン
ド
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援 

　

イ
ン
ド
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
関
与
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。

一
九
八
九
年
に
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤
退
す
る
と
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
内
戦
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
混
乱
の
な
か
、
パ
キ
ス

タ
ン
に
あ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
で
タ
リ
バ
ン
が
創

設
さ
れ
、
そ
の
後
九
八
年
頃
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
の
九
〇
％

を
支
配
し
た
。
イ
ン
ド
は
当
時
、
残
り
一
〇
％
を
支
配
す
る
タ
リ
バ

ン
対
抗
勢
力
・
北
部
同
盟
を
支
援
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
９
・

11
後
に
ア
メ
リ
カ
が
タ
リ
バ
ン
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
際
は
、
イ
ン

ド
は
ア
メ
リ
カ
と
反
タ
リ
バ
ン
で
結
束
し
た
。
イ
ン
ド
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
大
使
館
の
他
に
領
事
館
を
五
つ
も
設
置
し
、
大
規
模
な
支

援
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
支
援
の
中
身
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
経
済

支
援
、
教
育
文
化
支
援
、
軍
事
支
援
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

（
１
）
経
済
支
援

　

経
済
支
援
は
、
主
に
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
ア
メ

ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
研
究
員

長
尾 

賢

タ
リ
バ
ン
政
権
の
成
立
に
、
カ
ル
ザ
イ
・
ガ
ニ
ー
政
権
を

支
え
て
き
た
イ
ン
ド
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。

情
勢
の
変
化
に
よ
る
イ
ン
ド
外
交
の
戦
略
転
換
は
、

南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
太
平
洋
の
国
際
秩
序
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

な
が
お　

さ
と
る　

学
習
院
大
学
に
お
い
て

博
士
号
（
政
治
学
）
取
得
。
専
門
は
イ
ン
ド

の
外
交
・
安
全
保
障
。
自
衛
隊
、
外
務
省
、

学
習
院
大
学
、
海
洋
政
策
研
究
財
団
、
東
京

財
団
、米
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）

な
ど
で
勤
務
。
二
〇
一
七
年
か
ら
現
職
。
著
書

に
『
検
証 

イ
ン
ド
の
軍
事
戦
略
』
な
ど
。

外
交
戦
略
の
転
換
迫
ら
れ
る
イ
ン
ド

—
—

南
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
太
平
洋
国
際
秩
序
へ
の
影
響
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リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
は
、
同
国
を
再
び
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激

派
の
温
床
に
し
な
い
た
め
に
、
国
家
を
再
建
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
経
済
支
援
は
国
の
立
て
直
し
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
柱
で
あ
り
、
イ
ン
ド
は
二
〇
年
間
で
約
三
〇
億
米
ド

ル
を
拠
出
し
て
い
る
。
日
本
の
半
分
以
下
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

非
常
に
大
き
な
額
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
な
中
身
を
例
示
す
れ
ば
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
会
議
事
堂
の
建
設
、
サ
ラ
マ
・
ダ
ム
の
再
建
、

発
電
所
お
よ
び
電
力
網
の
整
備
、
三
機
の
エ
ア
バ
ス
旅
客
機
の
供
与

と
そ
の
維
持
管
理
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
訓
練
、
バ
ス
四
〇
〇
台
の

供
与
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
、
公
立
病
院
へ
の
救
急
車
配
備

や
医
療
従
事
者
の
教
育
・
訓
練
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
赤
十
字
社
に
あ
た
る
赤
新
月
社
を
資
金
面
で
支
援
し
、
小
さ

な
診
療
所
を
建
設
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
の
医
療
チ
ー
ム
が
毎
月
三
万

人
の
患
者
に
無
料
で
薬
を
提
供
す
る
事
業
も
実
施
し
た
。
二
五
万
ト

ン
の
小
麦
も
供
与
し
た
。な
か
で
も
道
路
網
の
整
備
に
は
力
を
注
ぎ
、

特
に
南
西
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
を
結
ぶ
二
一
八
キ
ロ
の
ザ
ラ

ン
ジ
―
デ
ラ
ラ
ム
間
の
高
速
道
路
は
、
ザ
ラ
ン
ジ
―
カ
ン
ダ
ハ
ル
間

の
高
速
道
路
と
つ
な
が
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ
た
。

（
２
）
教
育
文
化
支
援

　

イ
ン
ド
は
教
育
文
化
面
で
も
多
く
の
支
援
を
実
施
し
た
。
タ
リ
バ

ン
の
統
治
の
下
で
は
音
楽
、芸
術
、テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ
、映
画
、ス
ポ
ー

ツ
、
偶
像
崇
拝
、
凧
揚
げ
、
男
性
が
あ
ご
ひ
げ
を
剃
る
こ
と
、
男
性

親
族
が
同
伴
し
な
い
女
性
の
外
出
、
女
性
の
就
労
、
女
性
の
教
育
、

女
性
が
外
で
顔
を
含
め
一
部
で
も
肌
を
露
出
す
る
こ
と
、
女
性
用
の

服
の
採
寸
、
女
性
用
の
浴
場
や
美
容
院
な
ど
が
、
す
べ
て
禁
止
さ
れ

た
。
そ
し
て
「
勧
善
懲
悪
省
」
と
い
う
専
属
の
政
府
機
関
が
創
設
さ

れ
、
違
反
す
る
者
に
は
懲
罰
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
厳
格
な
も
の

で
、
当
時
の
映
像
で
は
、「
勧
善
懲
悪
省
」
の
宗
教
警
察
が
、
女
性

た
ち
を
激
し
く
鞭
で
打
つ
姿
や
、
頻
繁
に
行
わ
れ
た
公
開
処
刑
の
様

子
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
取
材
に
対
し
タ
リ
バ
ン
の
教
育

相
は
、「
心
に
緊
張
を
生
じ
さ
せ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
習
を
妨
げ
る

の
で
、
音
楽
に
反
対
す
る
」（
ア
マ
メ
ド
・
ラ
シ
ッ
ド
『
タ
リ
バ
ン
』

講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
い
っ
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
ド
は
タ
リ
バ
ン
的
な
要
素
を
排
除
し
、
よ
り

開
か
れ
た
教
育
文
化
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
大
学
・
高
校
を
建
設
し
、
五
〇
〇
以
上
の
奨
学
金
を

創
設
し
、
貧
し
い
子
供
の
た
め
に
高
カ
ロ
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
よ
る

給
食
の
よ
う
な
も
の
も
実
施
し
た
。
ま
た
イ
ン
ド
留
学
の
た
め
の
奨

学
金
も
創
設
し
た
。
女
性
の
教
育
機
会
の
拡
大
に
も
力
を
注
い
だ
。

イ
ン
ド
は
、
ス
ポ
ー
ツ
も
促
進
し
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を

建
設
し
た
ほ
か
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
は
、
イ

ン
ド
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
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用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
整
備
に
も
積
極
的
で
、

公
共
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
支
援
し
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
の
人

工
衛
星
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｔ
３
Ａ
を
利
用
し
て
衛
星
放
送
も
視
聴
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、携
帯
電
話
網
も
拡
大
し
た
。
こ
う
し
て
イ
ン
ド
は
、

タ
リ
バ
ン
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
多
く
の
教
育
文
化
の
再
建
に
尽
力

し
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
軍
事
支
援

　

イ
ン
ド
は
軍
事
支
援
も
行
っ
た�

。
当
初
イ
ン
ド
の
軍
事
支
援
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍
の
将
兵
の
訓
練
と
非
殺
傷
武
器
の
供
与
が
中
心

で
あ
っ
た
。
毎
年
七
〇
〇
～
八
〇
〇
名
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍
将
校

が
イ
ン
ド
軍
の
施
設
で
訓
練
を
受
け
、
こ
の
八
月
に
タ
リ
バ
ン
が
カ

ブ
ー
ル
を
陥
落
さ
せ
た
時
も
、
一
三
〇
人
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
将
校

が
イ
ン
ド
で
訓
練
中
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
は
三
〇
〇
両
以
上
の
軍
用

車
両
も
供
与
し
て
い
る
。

　

し
か
し
二
〇
一
六
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
戦
局
挽
回
の
た
め
、

殺
傷
可
能
な
武
器
、
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
供
与
に
踏
み
切
っ
た
。

旧
ソ
連
製
の
ミ
ル
35
お
よ
び
ミ
ル
25
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
国
産
の

チ
ェ
タ
ク
多
目
的
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
、計
八
機
を
供
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
放
置
さ
れ
て
い
る
多
く
の
旧
ソ
連
製
武

器
の
復
旧
の
た
め
、
印
ロ
共
同
で
兵
器
再
生
工
場
を
設
置
し
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
軍
の
軍
事
力
強
化
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
国
益
と
懸
念
す
る
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ

　

イ
ン
ド
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド

に
と
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
二
つ
の
国
益
上
の
理
由
が
あ
っ
た

か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１
）
カ
シ
ミ
ー
ル
の
テ
ロ

　

ま
ず
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
は
、
カ
シ

ミ
ー
ル
の
問
題
と
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
図
は
カ
シ
ミ
ー
ル
・
イ

ン
ド
管
理
地
域
で
の
テ
ロ
活
動
に
よ
る
死
者
数
で
あ
る
。
こ
の
数
字

を
見
る
と
、
一
九
八
九
年
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
の
頃

か
ら
死
者
数
が
増
加
し
、

二
〇
〇
一
年
に
ア
メ
リ
カ

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

介
入
し
て
か
ら
は
減
少

し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
二
つ
の
地
域
の
情
勢

は
連
動
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
背
景
と
し

て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激

派
が
活
発
に
な
る
と
、
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カ
シ
ミ
ー
ル
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
問
題
は
、
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
２
）
パ
キ
ス
タ
ン
対
策

　

二
つ
目
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
対
策
の
側
面
も
あ
る
。
パ
キ
ス
タ

ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
親
パ
キ
ス
タ
ン
政
権
を
打
ち
立
て
、
イ
ン

ド
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
。
他
方
イ
ン
ド
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

味
方
に
つ
け
て
パ
キ
ス
タ
ン
を
挟
撃
し
た
い
。
一
九
九
〇
年
代
、
パ

キ
ス
タ
ン
は
タ
リ
バ
ン
を
支
援
し
、
タ
リ
バ
ン
が
全
土
の
九
〇
％
を

占
領
す
る
と
政
府
承
認
を
行
っ
た
（
他
に
承
認
し
た
の
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
み
）。
一
方
イ
ン
ド
は
、
反
タ
リ
バ
ン
勢

力
で
あ
る
北
部
同
盟
を
支
援
し
、
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。

　

近
年
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
は
パ
キ
ス
タ
ン
を
迂
回
し
て
イ
ン
ド

と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
交
流
す
る
ル
ー
ト
―
―
イ
ラ
ン
の
チ
ャ
ー
バ

ハ
ー
ル
港
建
設
を
支
援
し
、
イ
ン
ド
か
ら
チ
ャ
ー
バ
ハ
ー
ル
港
を
経

由
し
て
、
そ
の
ま
ま
イ
ラ
ン
領
内
の
陸
路
を
北
上
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
入
る
ル
ー
ト
を
整
備
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
そ
し
て
イ
ラ
ン
が
連
携
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
対
策
を
行
う
側
面
が

み
て
と
れ
る
。

（
３
）
イ
ン
ド
が
懸
念
す
る
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ

　

し
か
し
、
イ
ン
ド
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
も
む
な
し
く
、
今
年

八
月
、
タ
リ
バ
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ほ
ぼ
全
土
を
占
領
し
て
し

ま
っ
た
。
イ
ン
ド
に
と
っ
て
は
懸
念
が
深
ま
る
、
深
刻
な
事
態
で
あ

る
。

　

イ
ン
ド
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
大
き
く
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ

る
。
一
つ
目
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
拠
点

化
し
、カ
シ
ミ
ー
ル
の
イ
ン
ド
管
理
地
域
で
テ
ロ
活
動
が
活
発
化
し
、

情
勢
が
不
安
定
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
同
じ
く
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
が
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
温
床
と
な
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
情
勢
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
結
果
パ
キ
ス
タ
ン
自
身
が
不
安
定
化

す
る
可
能
性
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
核
保
有
国
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム

過
激
派
が
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
核
兵
器
を
入
手
す
る
よ
う
な
事
態
も
懸

念
さ
れ
る
。
三
つ
目
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
タ
リ
バ
ン
に
よ
っ
て

安
定
化
し
た
場
合
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
が
タ
リ
バ

ン
政
権
を
政
府
承
認
し
、「
中
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
タ
リ
バ
ン
」
同

盟
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
中
国

と
タ
リ
バ
ン
双
方
か
ら
支
援
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
に
対
抗
し
て
く
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

対
応
迫
ら
れ
る
日
本
外
交  

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
は
、
日
本
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
で
あ

ろ
う
か
。
現
在
、
日
本
は
台
頭
す
る
中
国
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
と



外交 Vol.69 Sep./Oct. 2021 54

い
う
課
題
に
直
面
し
、
イ
ン
ド
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
イ
ン
ド
の
政
策
の
方
向
性
が
変
わ
る
と
、
日
印
関
係
に
影
響
が

及
び
、
結
果
と
し
て
、
日
本
の
対
中
戦
略
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
あ
る
。
大
き
く
三
つ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）イ
ン
ド
が
対
中
国
に
十
分
な
力
を
割
り
当
て
ら
れ
な
く
な
る
懸
念

　

イ
ン
ド
が
懸
念
す
る
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
示
唆
し
て
い
る
の
は
、

イ
ン
ド
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
対
策
、
パ
キ
ス

タ
ン
対
策
に
、
よ
り
多
く
の
戦
力
や
予
算
、
人
的
資
源
な
ど
を
投
入

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
イ
ン
ド
が

対
中
国
の
陸
上
国
境
や
イ
ン
ド
洋
の
安
全
保
障
の
た
め
に
割
り
当
て

ら
れ
る
リ
ソ
ー
ス
（
戦
力
や
人
的
資
源
、
労
働
時
間
な
ど
） 

は
、
よ

り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

日
本
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
が
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
対
策
や
パ
キ
ス

タ
ン
対
策
で
は
な
く
、
中
国
対
策
に
よ
り
多
く
の
力
を
注
げ
る
環
境

が
望
ま
し
い
。
日
本
と
イ
ン
ド
で
連
携
し
、
中
国
の
国
防
費
を
日
本

方
面
と
イ
ン
ド
方
面
へ
と
分
散
さ
せ
た
い
。
イ
ン
ド
が
中
国
対
策
に

十
分
な
力
を
注
げ
な
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
、
日
本
は
強
大
な
中
国

に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
へ
の
信
頼
が
低
下

　

イ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
信
頼
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

や
は
り
、
日
本
は
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
イ
ン
ド
の

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
テ
レ
ビ
の
討
論
番
組
に
よ
く
出
席
す
る

が
、
今
回
イ
ン
ド
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
見
捨

て
た
」
と
い
っ
た
見
解
を
示
す
有
識
者
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
実
力
を
疑
う
意
見
も
出
て
き
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
撤

退
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
が
あ
ま
り
に
も
早
く
崩
壊
し
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
の
外
交
的
な
力
量
に

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

信
頼
感
に
と
っ
て
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
米
印
関
係

は
過
去
に
不
安
定
だ
っ
た
時
期
が
あ
る
の
で
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

一
九
四
七
～
六
五
年
は
、
米
印
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
し
か
し

六
五
年
の
第
二
次
印
パ
戦
争
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
印
パ
両
国
に
武
器

禁
輸
を
行
い
、
米
印
関
係
に
暗
雲
が
さ
し
始
め
た
。
七
一
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
は
中
国
お
よ
び
パ
キ
ス
タ
ン
と
連
携
を
深
め
、
イ
ン
ド
は

ソ
連
と
事
実
上
の
同
盟
関
係
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
冷
戦
が
終
わ
る

ま
で
、
両
国
の
関
係
は
、
と
て
も
冷
め
た
状
態
で
あ
っ
た
。 

九
二

年
以
降
の
約
三
〇
年
間
、米
印
関
係
は
安
定
的
に
成
長
し
て
き
た
が
、

今
回
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
撤
退
と
政
府
の
崩
壊
で
再
び
、
ア
メ
リ
カ

へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
信
頼
を
失
う
と
、
日
米
印
豪
の
安
全
保

障
協
力
、
い
わ
ゆ
る
ク
ア
ッ
ド
へ
の
信
頼
も
低
下
す
る
だ
ろ
う
。
今
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後
イ
ン
ド
は
、ア
メ
リ
カ
陣
営
だ
け
に
依
存
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、

他
の
選
択
肢
―
―
具
体
的
に
は
中
央
ア
ジ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

影
響
力
を
持
つ
ロ
シ
ア
と
の
協
力
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
ク
ア
ッ
ド
と
も
ロ
シ
ア
と
も
同
時
に
連
携
し
な
が
ら
、
ど

ち
ら
に
も
依
存
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
全
同
盟
」
の
方

向
性
が
強
く
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。 

（
３
）
長
期
的
方
向
性
で
は
ク
ア
ッ
ド
重
視

　

た
だ
、
長
期
的
に
は
、
イ
ン
ド
は
ク
ア
ッ
ド
と
の
協
力
関
係
を
深

め
る
方
向
性
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
関
係
が
今
後
変
化
す
る
と

み
ら
れ
る
か
ら
だ
。
９
・
11
以
後
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
パ
キ
ス
タ

ン
の
協
力
は
重
要
だ
っ
た
。
過
去
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
関
す
る
多

く
の
情
報
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
軍
事
展
開
す
る
際
は
補
給
ル
ー
ト
が
必
要
に
な
る
が
、
パ
キ
ス
タ

ン
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
が
と
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
が
パ
キ
ス
タ
ン
と
協
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
イ
ン
ド
は
こ
れ
を

不
愉
快
に
思
っ
て
き
た
。
今
回
、
ア
メ
リ
カ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
撤
退
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
重
要

性
は
低
下
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
米
印
関
係
に
、
米
パ
関
係
が

暗
い
影
を
落
と
す
こ
と
は
、
少
な
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
印
中
国
境
で
両
軍
が
衝
突
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
だ
。
二
〇
一
一
年
に
は
二
一
三
件
だ
っ
た
侵
入
事
件
数

は
、
一
九
年
に
は
六
六
三
件
に
達
し
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

一
七
年
と
二
〇
年
に
は
、両
軍
が
戦
闘
態
勢
に
な
る
危
機
が
発
生
し
、

二
〇
年
に
は
実
際
に
イ
ン
ド
側
だ
け
で
死
者
二
〇
名
、
負
傷
者
七
六

名
に
上
る
衝
突
に
発
展
し
た
。こ
の
よ
う
な
事
件
が
再
び
起
き
れ
ば
、

イ
ン
ド
に
と
っ
て
中
国
対
策
は
急
務
だ
と
認
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
印
中
国
境
で
の
危
機
の
際
、

十
分
に
イ
ン
ド
を
支
援
で
き
れ
ば
、
イ
ン
ド
は
ク
ア
ッ
ド
の
重
要
性

を
理
解
し
、
関
係
を
よ
り
積
極
的
に
進
展
さ
せ
て
く
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
の
変
化
は
、
イ
ン
ド
を
難
し
い
立
場
に
追

い
込
ん
だ
。
今
後
、
イ
ン
ド
は
対
中
国
だ
け
で
な
く
、
対
パ
キ
ス
タ

ン
、
対
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
す
べ
て
に
力
を
注
ぐ
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
。
も
し
日
本
が
、
対
中
戦
略
の
要
と
し
て
イ
ン
ド
と
の
協
力
関

係
を
深
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
中
国
対
策
の
重
要
性
、
ア
メ

リ
カ
陣
営
の
強
さ
な
ど
を
再
度
印
象
付
け
る
必
要
が
あ
る
。日
本
は
、

印
中
国
境
地
域
で
の
中
国
が
侵
入
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
を
想
定
し
、
対
応
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
危
機
の
際
の
イ
ン
ド
支
援
の
方
法
に
つ
い
て
、
よ
く

準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

●




